
 

 

 

 『柔軟な発想力を養いましょう』～柔軟な考え方 点を結ぶクイズより～ 

校長 佐藤 義朗 

１２月の全校朝会で子どもたちに下記の問題を出しました。 

 右の図にあるように３×３のグリッド（９つの点）をペンや手を離さ

ずに一筆書きのように３回曲がって４本の線だけで結んでください。と。 

しばらく、子どもたちに考える時間を与えましたが、なかなか難しい

ようで、多くの子どもたちが下の図のように考え行き詰っているようで

した。するとしばらくして、中学２年生の K.T さんが手を挙げて解決策

を紹介してくれました。 

 多くの人が「点がグリッドの内側に収まるように」という固定概念にと

らわれてしまいますが、解決のポイントは「枠の外」を視野に入れること

です。すなわち問題の制約を厳密に守ろうとするのではなく、少し視点を

変えて「枠の外」も考えてみることです。（一番下と下から二番目の図参

照） 

 柔軟な発想力を高めるためのヒントは、「～でなければならない」とい

う思い込みがないか、常識を疑ってみる姿勢であると思います。 

 

 さて、明日から冬季休業に入ります。１年の中で授業日が一番長い２学

期、子どもたちは「学習発表会」をはじめ、多くの行事や活動で、多くの

方々の支援でたくさんのことを学ぶことができました。終業式の校長講話

では、子どもたちと交わした４つの約束 ①命を大切にすること  

②あいさつをすること ③思いやりの心をもつこと ④日本やインド、他

の国からたくさんのことを学ぶこと についてみんなで確認をしました。

その中の「日本やインド、他の国からたくさんのことを学ぶこと」では、

前述のクイズを引用し、自分で自分の考えを狭めることなく日本やインド

そして様々な国々から考え方を学び柔軟な発想力で物事をとらえていく

ことの大切さについて改めて子どもたちに伝えました。子どもたち一人ひ

とりが学校外で、様々なことを学び充実した冬休みを送ることを祈念しま

す。 

 今年も、本校の教育活動の推進に関しまして、保護者の方、日本人会

の方、そしてインド人の方から多くのご支援をいただいた事に、感謝い

たします。 

皆さま、よい年をお迎えください。 
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青空の下で ENJOY SPORTS ! 

学校を飛び出て

 12 月 12 日（金）、この日は 1～４年生がムンバイ動物園

に遠足へ、５～９年生がフィンランドインターナショナルスク

ールへの訪問と、全校児童生徒が学校外で一日を過ごしまし

た。 

この時期インドは日本の秋のようにとても過ごしやすく、動

物園の散策には一番良い時期。おまけに金曜日はインディアン

キッズデー（インドの子どもたちは無料）ということで、イン

ド人の子どもたちもたくさん訪れていました。熊やワニ、レパ

ード、タイガー、そしてペンギン（この暑いインドでも冷たい

部屋で気持ちよさそうにしていました）などが見られて子ども

たちは大満足。思い出に残る遠足になりました。 

 フィンランドインターナショナルスクールでは一緒に調理

実習や木工の授業を受けたり、今日の日のために用意してくれ

たアボカドの巻きずしや豆腐のお味噌汁をごちそうになった

り。また、箸を使っての豆つかみゲームやカルタで楽しいひと

時を過ごしました。折り紙教室で折り紙を教えた後に、ムーミ

ンのキャラクターたちの折り紙をお土産として渡しましたが、

大好評だったようです。とても充実した一日となりました。 

 例年より長かったモンスーンがようやく終わり、ここイン

ドムンバイは連日青空。そうした中、ムンバイ日本人学校で

も校外体育の授業が始まり、子どもたちは陽射しに負けず、

思いっきり体を動かしています。やっぱり外での活動は気持

ちのいいもの。太陽の下で、見られる笑顔は普段よりもずっ

とキラキラしています。    

１１月５日には遠投の測定を行い、その後学年別に分かれ

てドッジボール。遠投では昨年の記録を上回った人もたくさ

んいたようです。今後は短距離走、長距離走、ベースボール

型球技、ゴール型球技が予定されています。 

そして最近、学校が入っている建物の屋上にもう一つコー

トがオープン。今までよりも手軽に移動し、外で体育の授業

ができるようになりました。 

 施設はもちろん新品。きれいなターフを見た子どもたちは

大喜びです。「寝転がってもいい？」「でんぐり返ししてい

い？」と授業が始まる前には無邪気にはしゃぐ様子があちこ

ちで見られました。いつもは室内で走ったり、ボールを扱っ

たりしているせいか、最初は少し遠慮気味でしたが、だんだ

ん感覚をつかみ、力いっぱい投げたり、駆けまわったりして

いました。 

 今後も体力を向上させていけるよう、運動に親しむ気持ち

を育んでいけるよう、ムンバイ日本人学校では取り組んでい

きたいと思います。 


